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現在の標準的なHIV 感染症治療法は、抗 HIV 薬を３〜４剤使用する多剤併用療法で
あり、HIV感染者の生命予後を著しく改善した。しかし、薬剤耐性菌の出現等により、これ
までに無い作用機序での阻害剤が常に求められる状況となっている。

本発明は、HIV 感染症治療に対し、ウイルス糖鎖成熟阻害という新たな作用機序に基
づく阻害剤の提供である。

目 的

HIV 感染症治療に対し、ウイルス糖鎖成熟阻害という新たな作用機序に基づく阻害剤の探索

にあたり、コンピュータで効率的に探索する方法を開発した。本技術により、簡便に有効な阻害

剤を見いだす事が可能となり、従来必要であった数十万単位の化合物探索を行う事なく、有用

な阻害剤を見いだす事が可能となった。従来、化合物の購入・管理が必要であったが、本方法

により、ヒット化合物のみを購入・管理すれば良く、非常に効率的に阻害剤を探索する事を可能と

した。

また、本方法を用いる事により、阻害剤構造の 適化においても 適な構造を事前に予測し化

合物を合成する事ができるので、非常に効率的でありコストパフォーマンスに優れている。

さらに、本法を用い、新規な骨格を有するウイルス糖鎖成熟阻害活性化合物を見いだした。得

られた化合物は、従来の阻害剤と同等またはそれ以上の優れた阻害活性を有し、その細胞毒性

は非常に低かった。
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